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風
刺
や
寓ぐ

う

意い

が
こ
め
ら
れ
た
ポ
ン
チ
絵
の
意

味
も
変
わ
っ
て
き
た
。
今
は
、
も
っ
ぱ
ら
分
か

り
や
す
く
簡
略
し
た
図
絵
の
こ
と
を
言
う
。
皮

肉
な
こ
と
に
、
か
つ
て
風
刺
の
対
象
だ
っ
た
官

庁
街
で
ポ
ン
チ
絵
文
化
が
残
っ
て
い
る
。
法
律

や
政
策
に
は
難
解
な
言
葉
と
長
い
説
明
文
が
つ

き
も
の
。
作
成
す
る
官
僚
の
労
は
多
と
す
る
が
、

読
む
の
も
骨
が
折
れ
る
。
そ
こ
で
ポ
ン
チ
絵
に

頼
り
た
く
な
る
の
も
分
か
る
。

　
パ
ソ
コ
ン
の
発
達
で
、
精
細
で
凝
っ
た
デ
ザ

イ
ン
も
多
い
。
優
れ
た
図
表
の
作
成
は
、
官
僚

の
必
須
能
力
に
な
っ
て
い
る
。
講
演
会
で
も
ス

ラ
イ
ド
を
用
い
る
の
は
当
た
り
前
。
テ
レ
ビ
で

も
ポ
ン
チ
絵
風
の
図
を
多
用
す
る
。

　
だ
が
ご
用
心
！
文
章
や
言
葉
よ
り
、
ポ
ン
チ

絵
に
比
重
を
置
き
、
事
足
れ
り
と
す
る
の
は
危

険
。
図
表
に
含
ま
れ
る
情
報
に
は
限
り
が
あ
る
。

図
表
が
う
ま
く
で
き
て
い
る
と
、
法
律
や
政
策

の
完
成
度
が
高
い
印
象
を
与
え
る
。
時
に
、
見

た
目
を
良
く
し
、
不
都
合
な
こ
と
を
ぼ
や
か
す

目
的
が
あ
る
の
で
は
と
勘
ぐ
っ
て
し
ま
う
。

　
政
治
家
や
官
僚
は
、
言
葉
で
論
理
的
か
つ
厳

密
に
理
解
し
、
そ
れ
を
易
し
く
説
明
す
る
の
が

仕
事
。
企
業
人
は
、
効
果
と
リ
ス
ク
を
冷
静
に

分
析
し
、
投
資
計
画
を
明
確
に
表
現
す
る
こ
と

が
務
め
。
何
か
を
決
め
る
に
は
、
長
い
文
章
と

斬
り
結
ぶ
姿
勢
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
こ
か
ら
思

考
力
と
行
間
を
読
み
取
る
力
が
養
わ
れ
る
。
い

い
文
章
か
ら
は
、
自
然
に
情
景
が
浮
か
び
、
香

り
す
ら
漂
っ
て
く
る
。
ポ
ン
チ
絵
は
い
ら
な
い
。

　

小
学
校
の
頃
。
学
校
で
習
っ
た
こ
と
を
得

意
気
に
母
に
話
し
た
。
要
領
を
得
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。「
ポ
ン
チ
絵
に
し
て
み
な
」。
ポ
ン

チ
絵
？
何
や
ら
面
白
そ
う
な
響
き
。
大
学
生
の

頃
、『
平
凡
パ
ン
チ
』
と
い
う
週
刊
誌
が
あ
っ
た
。

は
ら
た
い
ら
、
ジ
ョ
ー
ジ
秋あ

き

山や
ま

、
赤あ

か

塚つ
か

不ふ

二じ

夫お

の
漫
画
や
グ
ラ
ビ
ア
で
評
判
だ
っ
た
。
パ
ン

チ
？
ポ
ン
チ
と
縁
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
う
だ
っ
た
。
幕
末
に
英
国
人
が
風
俗
漫
画

雑
誌
『
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
ン
チ
』
を
創
刊
。
漫
画

で
政
治
や
世
相
を
風
刺
し
、
揶や

揄ゆ

し
た
。
い
つ

し
か
パ
ン
チ
が
訛な

ま

っ
て
ポ
ン
チ
に
な
り
、
時
局

風
刺
画
と
し
て
庶
民
に
定
着
し
た
。
特
に
国
会

開
設
を
求
め
る
自
由
民
権
運
動
が
広
が
っ
た
時

代
、
盛
ん
に
ポ
ン
チ
絵
が
使
わ
れ
た
。
明
治
10

年
、
民
権
運
動
を
支
持
す
る
『
團ま

る

團ま
る

珍ち
ん

聞ぶ
ん

』
が

創
刊
さ
れ
、
風
刺
画
で
人
気
を
博
し
た
。

　

最
後
の
浮
世
絵
師
小こ

林ば
や
し

清き
よ

親ち
か

。
文
明
開
化

の
東
京
を
光
と
影
、
光
の
ゆ
ら
め
き
、
色
彩
の

変
化
で
抒じ

ょ

情じ
ょ
う

的
に
描
い
た
。
明
治
14
年
、
突

如
ポ
ン
チ
絵
に
転
向
。
元
幕
臣
。
政
府
に
批
判

的
。『
清
親
放ぽ

ん

痴ち

』
シ
リ
ー
ズ
を
描
く
と
と
も

に
『
團
團
珍
聞
』
の
挿
絵
も
担
当
し
た
。
だ
が
、

憲
法
発
布
に
よ
り
、
ポ
ン
チ
は
次
第
に
風
刺
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
失
っ
て
い
っ
た
。

　
国
際
学
習
到
達
度
調
査
で
、
日
本
の
読
解
力

は
大
き
く
低
下
し
た
。
各
新
聞
と
も
「
国
語
力

が
落
ち
た
」「
文
章
を
作
れ
ぬ
若
者
」
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
た
。
道
筋
に
沿
っ
て
考
え
、
理
解
す
る

る
力
。
言
葉
と
言
葉
を
つ
な
ぎ
議
論
す
る
力
。

読
解
力
の
低
下
は
、
国
語
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
劣
化
を
意
味
す
る
。

　
背
景
に
は
言
葉
の
断
片
化
が
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
は
、
用
を
足
す
だ
け
の
、
呟つ

ぶ
や

く
だ
け
の
、
仲

間
内
だ
け
の
短
い
言
葉
が
飛
び
か
う
。
断
片
的

な
言
葉
へ
の
反
応
は
共
感
か
反
発
。
ま
と
も

な
議
論
は
成
立
せ
ず
「
共
感
の
原
理
で
動
く
」。

共
感
は
人
間
の
大
事
な
能
力
。
こ
れ
な
く
し
て

社
会
は
維
持
で
き
な
い
。
だ
が
共
感
や
情
緒
が

勝
り
す
ぎ
る
と
危
険
だ
。
熱
に
浮
か
さ
れ
、
あ

ら
ぬ
方
向
に
走
り
出
し
て
し
ま
う
。

　
今
、
論
理
と
共
感
が
ほ
ど
よ
く
共
存
す
る
社

会
が
必
要
だ
。
国
語
は
全
て
の
学
び
の
基
礎
。

日
本
語
で
考
え
、
書
き
、
読
み
、
話
す
力
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
国
会
は
、
武
器
を
言
葉
に
代

え
て
議
論
す
る
場
。
だ
が
実
態
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
状
態
。

深
い
教
養
に
裏
づ
け
ら
れ
た
言
葉
の
闘
い
は
望

む
べ
く
も
な
い
。
コ
ロ
ナ
の
中
、
我
慢
を
説
く

メ
ル
ケ
ル
首
相
。
情
理
に
満
ち
た
言
葉
は
国
民

の
心
に
響
い
た
。
こ
れ
こ
そ
言
葉
の
力
。

　
国
語
に
は
民
族
の
誇
り
、
文
化
、
伝
統
が
根

づ
い
て
い
る
。
ユ
ダ
ヤ
の
民
は
、
二
千
年
流
浪

し
な
が
ら
も
ヘ
ブ
ラ
イ
語
を
失
わ
な
か
っ
た
。

日
本
を
守
る
の
は
日
本
語
だ
。
豊ほ

う

穣じ
ょ
う

な
日
本
語

の
森
を
散
策
す
る
愉
し
み
を
共
有
し
た
い
。　

「
ポ
ン
チ
絵
と
言
葉
の
力
」

市長の手控え帖
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